














て，「調達資源として役立て調達すること（alsBestand zu bestellen) J 






1 Vgl. Martin Heidegger, Vortrage und Aufsatze, Klett・Cotta, 1954, 10. Au.fl., 2004, S. 23. 




























































seinshafte Zeitigungsweise (des Seins）〕を共に形成しているところの或
4 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd. 61, Vittorio Klostermann, 1994.以下。この
書物からの引用を含むハイデガー全集からの引用は，（GA巻数，頁数）によって示す
5 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd. 62, Vittorio Klostermann, 2005. Martm 









































































































































































































































































































































































して露わにされていると言えよう ハイデガー が， 1936年から 45年にかけて連続的に行っ
たニーチェとの対決も，こうした意図の延長線上にあるものと考えられる Vgl. Martin 
Heidegger, Niezsche I, I, Neske, 1964, 6. erg. AuJi., 1998. 
21 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd. 65, Vittorio Klostermann, 2.durchgesehene 
Aufl., 1994.また， i度透二郎 『ハイテポツガーの「第二の主著」 『哲学への寄与試論集I研究
覚え書き』理想社，2008年。 217頁ー 235頁をも参照
ハイデガーの存在の思索におけるピュシス概念 39 














22 Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd. 9, 1976, 3.Aufl., 2004, S. 239・301 
23そればかりか。ハイデガーは，同時期にここで言及しているヘルダーリンの詩「あたかも
祭りの日に J を解釈した講演を行っている (Vgl. Martin Heidegger,< Wie wenn 
am Feiertage. ) ) , in Erliiuterungen zu Hiilderlins Dichtung, Vittorio Klostermann, 6 

















ルダーリンは自然を ｛聖なるもの｝と名指す」 という （EH58). このように 7 詩人によっ
て言葉へと粛されたピュシスは，神々をも越えた「聖なるもの」とされるのである （訳文































れている Vgl. Martin Heidegger, Gesamtausgabe, Bd. 33. Vitorio Klostermann, 1981, 





























27 ここでは，渡迭二郎の提案に従い， dieWesungの語を ｛生き続ける働き｝ と訳す その含
意については，渡透二郎 『ハイデッガーの「第二の主著」 『哲学への寄与試論集j研究覚え
書きj理想社。 2008年。 175頁～ 177頁参照
28アリストテレスは， 『形而上学I第Z巻第3章において，ウーシア（実体）には， l もの
の本質。 2 普遍的なもの＇ 3. 類＇ 4，それぞれの事物の基体。の四つの意味があり，こ


















































































































自らを覆蔵することに恵みを贈る（DasAufgehen dem Sichverbergen 
schenkt’s die Gunst）」と訳す（GA55,110) 
確かに，先にも見たように，「立ち現れること」と「没すること」とは，
1つの連続のなかで生起することであり 2つはあらゆる自然的存在者に
おいて私たちが，常に経験していることではある 例えば「春になって芽
吹き花咲くものは，やがて実が熟しそれから消え去ってゆく」（GA55,
117). しかしハイデガーが，ヘラクレイトスのこの断片において思索
しなければならないと考えているのは，こつしたことのみではない．この
断片においては，立ち現われまた消え去るということよりも，「立ち現わ
れること」それ自体を，「没することに対してひとつの本質的な関係のう
ちに立つもの」として思索することが要求されている．つまり，立ち現れ
ることと，没することは，形象を用いて言うならば，泉の水が，あふれ出
ているその立ち現われのもとでは，地下の隠れたところにおいて水脈がそ
の泉の水を豊かに供給し 泉で、の水のあふれという立ち現われを不可分な
形で支えているように，「立ち現れることとしての自らの本質の内に何ら
かのしかたで没することが存している」という事態を指す（GA55, 127). 
ここでハイデガーは，φt入flVという言葉を「恵み（dieGunst）」として，
また「喜んで惜しみなく与えること（dasGiinnen）」と解し「立ち現れ
ること」は，「それが立ち現れることである限りは，自らを閉ざすものに，
この自らを閉ざすものが立ち現れることの固有の本質の内で生き生きとあ
り続けることを，喜んで惜しみなく与える」のであり，また「自らを閉ざ
46 哲学誌57号
すもの」は，「自らを閉ざすものである限りにおいて，立ち現れることに，
この立ち現れることが自らを閉ざすことの固有の本質に基づいて生き生き
とあり続けることを喜んで惜しみなく与える」としている（GA55,136). 
そして，「恵みは，ここでは，本質を他者に与えるという保証を交Eに喜
んで惜しみなく与えることであり，そのような喜んで惜しみなく与えられ
た保証のうちに，本質の統一性が保証されており，その本質が，ピュシス
という名で呼ばれているものである」と解釈している（GA55,136). 
このような惜しみなく与える恵みとしてのビユシスが，ハイデガーにお
けるピュシス概念解釈の長く r符余曲折を経た末の到達点なのであった
おわりに
ハイデガーにおけるピュシスとしての存在概念は，これまで見てきたよ
うに，哲学の営みさえも含む，あらゆる生きとし生けるものの生の運動を
その根底において統べているものであり それぞれにその固有な自然、本性
を贈り，それらが互いに自らの本質を露わにすることを目掛けて絶えず立
ち現われては世界を形成し，生き生きとあり続けるようにと，自らは隠れ
つつも，あらゆる存在者に惜しみなく恵みを与え続けているものであった
こうしたものこそは，詩人が歌う，神々さえも超えた「聖なるもの」であり，
ギリシア的な意味での神的な働きであった ピュシスとしての存在は，ハ
イデガーの存在の思索自体をも動かしている当のものでもあり，ピュシス
概念とは，その思索を通して言葉へと膏された存在の真理そのものであっ
たといえよう．
ハイデガーは，存在論的にはこうしたピュシスによって支えられ，動か
されて人聞が生み出したはずの技術の末喬である近代技術の中に，本来は
恵みとして惜しみなく与えられている聖なるものとしての自然の働き，す
なわちピュシスとしての存在が忘却される危険が潜むことを見て取り，そ
の存在忘却の流れに抗して，存在論の新たな原初を，第 1の原初たるピュ
シス概念へと立ち戻って，そこから新たに切り開こうとしていたのである．
